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するが完登のトライ数差１が運命を分ける。１課題目

のダイノが連続するムーブを１ トライでこなした野口

が、第４ 課題でも確実な登りを見せ逃げ切った。

　エカテリーナ（ＲＵＳ）も最終課題まで２人を追従

するがスラブ系のバランスを要する課題が苦手なのか

手が出せず３ 位に終わる。もっとも野口もスラブ系

は苦手な感じがしていたが、今回の最終課題の登りは

完壁だった。野口のパフォーマンスは登るだけでなく

ゲートから課題に向かう姿や

しぐさは女王の貫録を醸し出

し、まさに武道の所作のよう

に美しく感じるほどだ。（Ｑ

Ｒコードよりご覧いただけま

す）

【男子】
　男子は、１課題目のスラブをガブリエル（ＩＴＡ）

が２トライで完登。２課題目は、この壁で最も被った

傾斜にボリュームを手を広げたぐらいに配置した超ワ

イドなクラック状の課題。これは、チョン（ＫＯＲ）

が２トライで完登。３ 課題目は、被った壁のトラバー

スからスラブの課題。最初の杉本が４ トライで完登す

る。他の選手はなかなか下部のムーブが解決できず。

ここまで、各課題１人は完登するが、他の選手が苦戦

会場：エスフォルタアリーナ八王子
　　　2018年６月２日（土）－３日（日）

選手：159人（男子91、女子68）、27ヶ国
来場：６月２日1140人、６月３日2453人

　大会が終わって10日が過ぎ、クライミングではない

がサッカーのワールドカップが始まった。過去20回と

違う大きなルール変更があった。ビデオ判定、各チー

ムの電子機器（タブレット）を使っての分析。リアル

タイムのデータ分析がベンチの采配にどう影響するか

楽しみだ。クライミングも 2018 シーズンよりルール

改正があった。その中でコールゾーンでのリザルト掲

示が選手のパフォーマンスにどう影響するのか？　楽

しみとなった。

　八王子でのボルダリングワールドカップは、今回で

２年連続の開催。昨年以上の出来栄えを目指し、すべ 

てのステークホルダー（選手、観客、主催、スポンサ 

ー、メディア）が満足することに拘って取り組んだ。

そして今回は、ＮＨＫ，ＢＳ１で生放送がされた。

年々高まる注目の高さに運営面でも大きな変化を感じ

ている。

【女子】
　女子は、野口が優勝、野中が準優勝。ともに３完登

ボルダリングワールドカップ2018 八王子

Rank MANE Nation 課題１
課題
２

課題
３

課題
４ Sum

1 NOGUCHI Akiyo JPN 1/1 3/3 1/1 3T3z55
2 NONAKA Miho JPN 2/2 3/3 1/1 3T3z66
3 KIPRIIANOVA Ekaterina RUS 2/2 4/3 2T2z65
4 GEJO Stasa SRB   / 4   / 1 0T2z05
5 BESTVSTER Aima GER   / 3   / 3 0T2z06
6 ITO Futaba JPN   / 9 0T1z09

Rank MANE Nation 課題１
課題
２

課題
３

課題
４ Sum

1 MORONI Gabriele ITA 2/2   / 1 / 2 1/1 2T4z36
2 NARASAKI Tomoa JPN   / 2 / 3 1/1 1T3z16
3 SUGIMOTO Rei JPN   / 1 4/2   / 5 1T3z48
4 CHON Jongwon KOR   / 4 2/2 1T2z26
5 RUBTSOV Aleksei RUS   / 1 / 3 0T2z04
6 HARADA Kai JPN   / 8 0T1z08

野口選手
第４課題
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するという流れが続く。ガブリエル、チョン、杉本の

いずれかが優勝かと思える雰囲気でのなか第 ４ 課題

に入る。第４課題は、一辺が背丈ほどの三角形のハリ

ボテが下部と上部に設置された課題。各選手ゾーンを

とれない状況が続くが今まで０完の楢﨑が１トライで

完登し一気に優勝争いに躍り出る。そしてそれをさら

に上回るドラマがまっていた。最後の選手ガブリエル

が難なく下部を突破し１トライ完登、優勝を決める。

最後の数手は、一手ごとに歓声が高まり、今までにな

い盛り上がりに包まれた。

ワールドカップ参戦14年目

にしての優勝。拍手を送りた

い。（ＱＲ コードよりご覧い

ただけます）

【運営】
　今回、各方面より非常に良い大会であったというお

お言葉を頂きました。準備期間が短く５月27日の21：

00から夜通しの作業となり壁の設置は30時間、ルート

セットは３日半と厳しい状況下のスタートだった。改

めてＢＷＣ2018 八王子大会が無事終了できたことに

ついて、この大会に関係した選手、スタッフ、ボラ ン

ティア、スポンサー、協力関係機関の方にお礼を申 し

あげたいと思います。

　運営に関しては、福井国体のリハーサル大会（第５

回日本学生スポーツクライミング対校選手権大会）が

同日開催され、スタッフが分かれ運営面への影響が懸

念されたが、大きな問題なく順調に開催できた。昨年

より東京でＢＪＣ、ＢＷＣ の大会を連続で行ってきた

ことが、スタッフの育成につながり成果として現れて

きたと感じる。

　今回、指定席の導入、テレビ生放送対応、サブア

リーナでの物販対応など競技を見せる、楽しめる大

会を目指した。競技においてもルートセット時と観戦

時の環境を同じにするため温度（20℃）管理を徹底し

た。。また、安全面では金属探知機による入場管理を

実施。消防、警察の指導も来年の世界選手権を意識し

たものとなった。

　ただ、細かな点ではいくつか問題も見られた。

・ ＩＤ コントロールの不備（選手動線など入ってはい

けないところへの関係者以外の入場）

・ 協賛メリットの確保と管理（施設協賛露出、物販エ

リアの露出）

・ 会場レイアウト、メディア管理の調整（消防条例の

避難動線の確保）

　など各方面より、いろいろ意見も頂いている。来年

の世界選手権に向けて改善していきたいと考えます。

【参考】各種データ

★選手：159 人（男子91、女子68）、

27ヶ国 （ＡＵＳ，ＡＵＴ，ＢＥＬ，ＣＡＮ，ＣＨ

Ｎ，ＤＥＮ，ＦＲＡ，ＧＢＲ，ＨＫＧ，ＩＳＲ，ＩＴ

Ａ，ＪＰＮ，ＫＯＲ，ＬＡＴ，ＮＯＲ，ＮＥＤ，ＮＺ

Ｌ，ＰＯＬ，ＲＵＳ，ＳＧＰ， ＳＲＢ，ＳＬＯ，ＳＵ

Ｉ，ＳＷＥ，ＴＰＥ，ＵＫＲ，ＵＳＡ）

★運営スタッフ数：261 人（市ボランティア含む）

★チケット販売状況

　＊指定席：前売り４，500円 発売３週間で完売

★来場数

 ６月２日 ６月３日

観戦 1,069人（＊71人） 2,340人（＊211人）

 車椅子１人 車椅子１人

 ＊高校生以下：2017年のおよそ２倍の入場

メディア 71人 113人

★Ｌｉｖｅ 観戦

24ｈ 8,209人 13,509人

72ｈ 23,000人 120,000人

★露出

新聞  24社

Ｗｅｂ  52社

ＴＶ  17番組(37分41秒)

★大会運営イメージ映像

（ＱＲコードよりご覧いただけます）

 （実行委員長　村岡正己）

ガブリエル選手
第４課題
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ルプガール・サール西面

第116回 Mountain World

ルプガール・サール西壁単独登攀

池田常道

　ルプガール・サールはカラコルム、ヒスパー山塊の

西端、フンザ川に向けて落ち込むあたりにそびえる

7000ｍ峰で、北面にルプガール・ヤズ、南面にガレサ

の両氷河を落としている。台形をした頂稜に約7200ｍ

の頂を３つ連ねるこの山は1979年６月、ヨハン・グ

ロックナー隊長の西ドイツ隊によって西峰（7181ｍ）

が、ガレサ氷河から南西稜経由で初登頂された。その

２か月後には土肥正勝隊長の法政大学隊が同じルート

から、西峰を越えて中央峰に達した。

　87年にはスペイン隊がカラコルム・ハイウェイに

面したバルトバール谷をさぐって、高距1000ｍに及ぶ

西壁が登攀対象として魅力があるという情報をもたら

した。クラシックな初登頂を目的とした時代を除けば

ルプガール・サールに関する情報は少なく、わずかに

2000年ごろ、フランス隊がこの周辺で活動したことが

知られているだけだった。

　2013年にクンヤン・チッシュ東峰（7400ｍ）に兄の

マティアス、スイスのジーモン・アンタマッテンと３

人で初登頂したオーストリアのハンスイェルク・アウ

アー（34）は、他のカラコルム地域と異なって遠征隊

の影が薄いこの周辺が気に入り、再び訪れる機会をさ

ぐっていたが、この６月から７月にかけて西峰西壁の

単独登攀を敢行して成功を収めた。

＊

　以下は、彼がネット上に公開した登攀速報からの抜

粋である。

　数名のポーターとコックを雇っただけで4500ｍ地

点にＢＣを設けたアウアーは、南西稜を6000ｍ地点

まで３日間かけて往復し、高所順応を図った。ＢＣに

戻って西壁へのアプローチを確かめ、数日の悪天候が

去ったあとに訪れると予報された好天の窓をとらえて

７月６日にＢＣを出発した。

　登攀初日は西壁の基部に見つけた格好のビバーク

サイト（6200ｍ）まで７時間半で登り着いた。翌朝５

時に出発し、西壁の左寄りにラインを採って北西稜に

抜けた。部分的に岩の脆い箇所がある急峻な稜線をた

どって頂上に着いたのは11時半だった。突然の悪天

候に見舞われた場合に備えて、ビバーク装備一式は稜

線まで携行したが、それは杞憂に終わった。頂上まで

最後の標高差200ｍはさして難しくないミックス登攀

だったが、7000ｍの高度でフリーソロするのは、それ

なりの緊張感を伴うものだった。とりわけ、頂上を構

成する雪庇までは風下側をたどっていたので、緊張感

から解放されることはなかった。

　記念として数個の石をポケットに入れて下りはじめ

るが、疲労に加えて天候悪化の兆しも見え、容易な斜

面でも気を抜くわけには行かなかった。

　下降に際しては、本来なら懸垂下降で行けるところ

でもクラムダウンを選んだ。それは、手持ちのロープ

が５ｍｍ×60ｍしかなかったので、いちいちＶスレッ

ドでアンカーを作ってはロープを回収する手間を惜し

んだ結果だった。懸垂下降したくなるような蒼氷のセ

クションも出てきたが、なんとか慎重に乗り切ること

ができた。

　ＢＣに帰ったときはその夜８時になっていた。

＊

　ハンスイェルク・アウアーは1984年生まれ。エッ

ツタールのガイドをしており、地元の山々を舞台に冬

季登攀やソロを多数記録している。

　遠征登攀では2006年にバルトロ氷河のシプトン・

スパイアー（5700ｍ）で「ウーマン・アンド・チョーク」

第２登。リトル・シプトン（5400ｍ）初登頂。

　2010年にはパタゴニアのパイネ中央岩塔に新ルー

トを開拓。

　2013年ヒスパー山塊のクンヤン・チッシュ東峰

（7400ｍ）初登頂。

　2015年ネパールのニルギリ南峰（6839ｍ）を初登攀

するが、メンバーのひとりゲアハルト・フィーグルが

下山中に高度障害で死亡。

　2016年にはネパールのトゥインズ東峰（（ギンミゲ

ラチュリⅡ、7005ｍ）北壁を初登攀。



国体山岳競技に関わって

　私は日山協創立50周年記念誌として刊行された『日

山協50年史』に「国体山岳競技概史」や「国体山岳競技

年表」を著し、別冊で『国体山岳競技の歴史』を編集し

た。当時、国体委員会に所属し、長年山岳競技に携わっ

てきたので、古い事情を知っているのは私きりいない

のだからと、事務局員の中川裕君から「今、まとめてお

かなければいずれ忘れられてしまう。太田さんがやら

なくて誰がやる」と促されたことに始まる。

　2020年には創立60年を迎えるという。編集子から与

えられた紙数を超えてしまうがお許し願い、私の心に

残る記憶の一端を述べてみたい。

　私が日山協と関わりをもつようになったのは、昭和

58（1983）年に群馬県で開催された赤城国体の準備を始

めたころだから、その数年前ということになる。当時は

山の中での競技であった。県内の開催場所を何処にす

るか探査を始めていたころで、競技規則に合致する場

所を探すため、日山協国体委員長の瀧島清さんにいろ

いろ教えを受けながら群馬岳連で国体部長を務めてい

た。瀧島さんは日山協で中心になって何もないところ

から国体山岳競技の規則を作った人である。

　私はこれより前、昭和45（1970）年の岩手国体に群

馬岳連の監督として参加し、昭和48（1873）年開催の

千葉国体では、後に国体委員長となる千葉岳連の島村

光昭さんと技術委員としてＡ隊のＳＬを務め、昭和53

（1978）年開催の長野国体ではＡ４隊・縦走競技の主任

を、昭和55（1980）年開催の栃木国体で踏査競技の副主

任を務めた。このように千葉での踏査競技の試行から

長野国体の三種目・四種別競技での準備、正式競技と

なった栃木国体における得点の評価方法など過度期に

さまざまな経験を積み勉強することができた。千葉国

体では、後に日山協会長になられた坂口三郎さんが技

術委員長を務められ、瀧島さんは中央総務委員を務め

ていた。私は国体での役員は初めてのこと、右も左も

分からなかったが、坂口技術委員長以下役員、同僚の

皆さんの指導を受け、助けられて良い経験をした。

　国体委員会に顔を出すようになったのは、私が東

京に転勤になった昭和56（1981）年に瀧島さんの要請

を受けたからである。その後、東京から地方に転勤に

なると国体から離れ、東京に戻るとまた顔を出すとい

う繰り返しが何度かあった。そして最初に気づいたこ

とは、国体に監督として参加する人たちの中には監督

というよりも物見遊山気分で参加する人がいるので

はないかと感じたことである。監督が頻繁に代わる県

もあり、開催時には毎年同じような質問が繰り返され

る。規則や実施要項・要領を良く理解しない人もいた

と思う。そのようなことから判例集と同じように、国

体開催二巡目以降の京都国体から開催時における質

問や審判長の回答をまとめ「国体山岳競技質疑回答

集」を作って配付した。第１版が平成３年２月発行、

平成５年２月の第３版まで発行して地方に転勤になり、

しばらく中断。東京に戻った平成12年４月に第４版（52

ページ）を発行した。

　平成３年１月に「文書取扱細則」と「備品取扱細則」

を作って大会終了後の報告書などの保存期間を規定し

ておいたが、残念ながらこれが機能せず、この間の資

料は当時の原一平委員長、柴山勝士、新堀昇、両常任委

員から借用してまとめた。今、これを見直すと、競技会

前の質疑から競技中、競技後の抗議、他チームへの干

渉と抗議、衆を頼んだ連名での抗議、公開抗議などと

エスカレートしていった状況が手に取るように分かる。

　質疑回答集第４版には競技規則を理解するために

「現在の山岳競技は “何が山に必要か”ではなく、“何が

客観的に評価でき、競

技として成り立つか” 

を基本に組み立てられ

ている。競技は、選手、

監督側の考え方や要請

と、審判団、運営する

役員側との調整の上に

成り立つ。両者とも規

則に欠缺があるという

が、競技内容が常に流

動的に推移する以上、

規則に完璧を求めるこ

とは困難である。その

ため、実施要項や要領、追加変更事項等の規定を設け、

競技会開催前に関係者に通知し周知徹底を図ってい

る。……競技に参加する側も、競技を運営する側も、決

して傲ることなく、このことを謙虚に受け止め、山岳競

技の発展に寄与努力していただきたい。」と述べたが、

いろんな出来事があった。

　例えば、踏査競技は地元が有利な競技といわれる。

費用も掛けず本番までに何回でも会場地に入って、探

査・調査ができるからである。国体開催地は競技場の

～創立60周年に向けて～ ⑵

群馬県山岳連盟　太田　忠行

新連載

『日山協と私』
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国体山岳競技質疑回答集書影



詳細な測量を行い、厖大な費用と手間をかけて整備を

する。ところがこの踏査競技はやがて廃止されること

が決まっていた。

　ある年、国体開催地の監督・選手が、競技会終了後、

定点の正解位置が違う、ミスジャッジだと主張して選

手・監督が所属する岳連の常任理事あてに上申書を提

出し再調査を要求した。

　要求が通らないと知って今度はこれを全国の岳連に

発信してアピールした。「…選手団を支えてくれるはず

の〇〇県山岳連盟に見放された今、私達〇〇県選手団

は以降の国体出場はおろか、日本山岳協会から追放さ

れるのを覚悟の上で、マスコミに協力していただくな

ど、本件の徹底究明のアクションを起こして行く所存

でございます…」と。選手の所属する岳連は「これは当

岳連の関知しない文書である」と全国に通知し、日山協

に対しては再調査方、改革その他の要望書を提出した。

日山協では小委員会を設け、当該競技会の審判長以下

７名で協議し結論を出した。規則には再審、非常上告

などの規定はなく再調査はしない、成績発表の方法な

どを改めるということで当該岳連に通知した。

　また、ある国体踏査競技会では、成績発表後、参加

チームの半数以上が抗議をし、夜中の午前２時ころま

でかかって就寝中の選手の部屋を訪れて説明にまわ

り、結果発表が翌日になった。新聞は酷評。某岳連会長

からは国体終了後に、主任審判員の言動に抗議があり、

踏査競技の衰退を伺わせるような一幕もあった。

　変わったところでは、国体選手選考会でクライミン

グ競技に参加した選手が一人きりなのに、その本人に

は「あとで連絡する」と言ったきりで何の連絡もせず、

選手選考会に出場していない別の選手を国体選手に決

めていた。で、本人は地方裁判所に国体に参加させる

よう地位保全の訴えを起し、日山協に本人から選手選

考規程の問合せがあった。日山協では、国体本大会に

出場させる選手の選抜方法や人選等は全て当該都道府

県岳連の決定事項である旨、専務理事名で回答したと

ころ、本人は訴えを取下げ、当該岳連は落ち度を認め

て国体選手の出場を辞退した。このような事例は挙げ

ればきりがない。

　国体山岳競技はさまざまな批判にさらされていた。

「国体山岳競技の無意味と無駄遣い」（岳人99年３月

号）では、「湯水のごとく金を使って山岳自然を破壊し

ておきながら、競技自体が山とかけ離れたものになっ

ている」「視察と称して公費で大名旅行をする役員も

いる。蔭で国体屋と呼ばれている」「意味のない国体な

ど今年からやめてはどうなのか」等々。

　私はできるだけ表面にでないで蔭で力になろうと務

めてきた。それでも何回かは国体に参加している。競

技に関係する者は規則・基準を理解し瞬時に的確な判

断が下せるよう努めなければならないのに、残念なが

ら国体屋と呼ばれるような人もみられたのは事実であ

る。開催地岳連と開催地の行政関係者の苦労は並大抵

のものではない。国体屋と呼ばれないように努めてい

ても、何回も参加していれば端から見て国体屋に見え

るのだろう。

　批判されているように山岳競技は登山からかけ離れ

たものになってしまった。が、クライミング１本に絞

られたことで、より競技性の高いものになった。

　オリンピック種目にも取り入れられる。ところが、

出場する選手の質が変わり、選手の無法振りと礼儀を

わきまえない態度が指摘されるようになった。競技役

員が開催地の首長から指摘を受けたこともある。さら

に、年齢を詐称して競技会に出場する選手まで現れ

た。今こそ、競技に従事する役員も選手諸君もより一

層謙虚な姿勢で臨み、社会からはみ出さず、名実とも

に認知される競技に発展させてほしいと願うものであ

る。

6

選手入場を見守る日山協役員

山岳競技会は多くのボランテアを必要とした
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　６月２日（土）～３日（日）に表記会議・研修会が開

催され、37都道府県　54人の参加があった。

　会議に先立ち、亀山健太郎副会長から「日山協は日

本山岳・スポーツクライミング協会と名称が変わりま

した。オリンピックも大事ですが日山協は60周年を控

え登山も大事です。若い方の組織離れ、高齢化で効率

の良い運営ができないことや営業組織を通じて安全

登山の啓蒙は大事であり日山協、都道府県の皆様の活

動にかかってきている。日山協の財政は共済会で運営

されているが実質的な事業では予算面で厳しい。夏山

リーダーの企画にも新しいビジネスモデルとしても、

安全登山の為に、期待している。２日間情報交換をお

願いしたい。」と挨拶された。

　続いて蛭田伸一指導委員長から「指導委員長を１年

やりましたが、常務理事という立場でもあり、会議が

多い状況です。他の委員会は１つですが、指導委員会

は山岳とスポーツクライミングの両面で運営しなけれ

ばならない。スポーツクライミングのことをもっと勉

強して各地でも山岳とスポーツクライミングが協力し

て理解を深めていただき、指導委員会として対応して

いただきたい。やっと夏山リーダーの開催が見えてき

ました。栃木の雪崩遭難事故を機にスポーツ庁から都

道府県山岳連盟（協会）から講師協力をいただき安全

登山講習会の開催を言われている。予算化も可能なの

で、取り組んでいただきたい。」と挨拶。　

【研修会】
＊平成30年度指導委員会の担当紹介があった。

・ スポーツ指導者制度の、競技別指導者資格の資格区

分改定案について

＊４月から日本体育協会が略称ＪＳＰＯと変わった。

＊ スタートコーチの新設、指導員・コーチの名称が

コーチに統一される。

　今年の12月にオフィシャルブックを改定し来年の４

月からスタートする。上級指導員はコーチⅡとして専

門科目が倍の40時間になるが、自宅学習を合わせた時

間とする。飛び級は継続する。今の指導員制度でその

まま名称が変わる。

　指導員養成も運営が大変で開催が難しいので簡素化

も検討いただきたいとの意見があった。

　ブロック内で合同で実施している現状もある。

・平成31年度版検定基準について

＊ アルパインクライミング：まずは区分から決めてい

く必要があることとカリキュラムの内容の検討がさ

れた。個人会員でも都道府県で認めれば指導員資

格を受けられる。来年の春までに検定基準を改定予

定。

＊ スポーツクライミング：指導者責任が問われる（人

間力が重視されている）

 （岳連所属については岳連に入っていることは前提）

 （フリークライミング協会加入等）

　取りに来るメリットは無いのでは？　との意見に、

資格があるのに取らないことがいずれ問題になってく

るのでは。（少しずつ進めて行きたい）

　登る技量は問わないが、説明はできなくてはいけな

いと思う。ロープクライミングとボルダリングは括っ

て、クライミングとしてまとめたい。

＊ 国体監督資格及びスポーツクライミング指導者育成

について

　現在はＡＣ、ＳＣ両方の指導員の資格が国体の監督

として認められているのは日山協の中での決め事。や

はりスポーツクライミングでの指導員の資格を取った

方が監督をするのが望ましいと考える。何か問題が

起こった時も重大な事例となっていく可能性がある。

他の協会からも追及を受ける可能性もある。苦しいが

やっていかなければならないと考える。最終的にはＳ

Ｃ部の部長の判断になると思うが、現状、いつまでも

続けるのは無理がある。現役で指導しているＳＣの講

師には指導員の資格を取るように進めてもらいたい。

　国体の為に監督の資格として指導員を取っている現

状がある。（今は岳連の中にジムを取り入れていくの

がやりやすいのではと思っている）

【研修】
テーマ：ＵＩＡＡ準拠、夏山リーダー資格について

平成30年度 全国指導委員長会議兼研修会報告

集合写真
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講　師：西内博、蛭田伸一

＊ 公益社団法人として一般登山者も含めての教育して

いく必要があった。スタートコーチも含めて検討し

ている。（検定が合格すれば専門科目の免除を考え

ている）

　国際的な基準に整合する資格制度としても進めてい

た。（ＵＩＡＡの認証も取ろうとしている）

　テキストの作成を進めていたがほぼ完成している。

挿絵を作成中。８月18日、19日で講師養成講習会を予

定している。（神奈川県山岳スポーツセンター）

　ＵＩＡＡ基準をシラバスとして分析した。知識（覚

える）スキル（実施する）指導と遭対と合同で作成。

　千葉県でスタートするがテキスト、パワーポイント

が未完成なので、挿絵無しのテキストで実施する。

　10名の応募者。内８名は高体連の先生。先生のうち

３名はベテラン、他は初心者。

＊ 講師の研修について資格は指導員以上で考えている

（山岳）山歴の限定はしない

　大阪で開催している登山インストラクター講習会を

夏山リーダー講習会として認定して受講された方を移

行できるように検討してほしい。（整合性が取れれば

認定していく予定です）

【総会報告】
１ ．平成29年度指導委員会事業報告、平成30年度指導

委員会事業計画について

２ ．平成30年度指導者養成講習会開催予定登攀研修

会、平成30年度開催県（愛知）

　 暮らしの杜クライミングジム（10月27日、28日）と平

成31年度の開催県の選定、大阪で検討依頼。

３ ．氷雪技術研修会及び主任検定員養成講習会が確認

された。

４ ．平成30年度全国義務研修会について

　過去３年間の実施が０の都道府県が７カ所ある。

　申請（操作の仕方）が分からなければ日山協に相談。

５ ．日山協及びＪＳＰＯ表彰について下記のように決

定された。

　・平成30年度ＪＳＰＯ表彰（平成30年12月）

　　 古屋寿隆（山梨）、小山幹（宮城）、

　　山根幸雄（山口）

　・平成30年度日山協表彰（平成31年１月）

　　 原秀樹（徳島）、傘木靖（長野）、

　　中庭稔（茨城）

６．ブロック別意見交換会では

　テーマ：ＵＩＡＡ準拠、夏山リーダー資格と国体監

督資格について討論された。

　夏山リーダー資格について

　・ 大体が行う方向で検討及び持ち帰り検討で、自分

の都道府県で現在行っている講習会を認定してほ

しいという都道府県が10件ほどあった。

　・ ８月18，19日の講師養成講習会にも参加したい意

見が多く見られた。

　・ 国体監督のスポーツクライミング資格限定につい

て

　スポーツクライミング資格保有者は、競技会の手伝

いをしない人が多く、山岳資格の人は師弟の関係があ

るのか、手伝ってくれるので限定すると競技会が成り

立たないなどの意見も多少あったが、このままではい

つまでたっても限定できなく、できれば限定したほう

が良いことは皆わかっているので、何年と決めて限定

しようという意見にまとまった。年数は３年後からが

多かった。

　閉会に際し、町田遭対委員長より「指導、遭対は登

山部の中でも柱になっている、みなさんが日山協で執

行業務を代表でやっているだけですので皆さんの協力

をいただきたい。」と挨拶。

　次いで、蛭田指導委員長より「この面々で今後とも

日山協が元気を出して旗を振っていく。また、楽しく

山に行きましょう。」と挨拶があった。

（文責：指導委員会　野村善弥）

会議の風景
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2018 ＵＡＡＡ理事会報告
日時：2018年５月23日（水）
場所：カザフスタン　アロマトイ　
日本からの参加者：八木原会長、小野寺（記録）

　カザフスタンと言う地名は知る人ぞ知る、というこ

とであろうか、中央アジアに位置し、近くにはハンテン

グリやボベーダなどの山を有する天山山脈が走ってい

る。この山脈は市内からもよく見える。また、旧ソ連な

どで打ち上げた宇宙ステーションからの飛行士の落下

地点にもなっている。親日国であり、ビザは短期間なら

不要、市内には車が多く走っており渋滞もしばしば、３

割は日本車である。また船のエンジンなどにも日本製

が多く使用されている。

　今回の参加は９か国13団体であった。

　参加団体は１-ＫＡＦ（Korean Alpine Federation），２-

ＣＡＣ（Coran Alpine Club），３-ＪＭＳＣＡ（日本山岳・ス

ポーツクライミング協会）、４-ＣＴＭＡ（Chinese Taipei 

Mountaineering Association），５-ＣＴＡＡ（Chinese 

Taipei Alpine Association），６-ＣＨＭＣＵ（China 

HongKong Mountaineering & Climbing Union），７

-ＩＭＳＣＦ（Iran Mountaineering & Sport Climbing 

Federation），８-ＮＭＡ（Nepal　Mountaineering 

Association），９-ＭＣＡＭＡＣ（Mongolian Climbing 

and Mountaineering Alpine Club）， ），10-ＣＡＭ（Club 

Alpine Mongolia），11-Ｋ Ａ Ｃ（Kyrgyzstan Alpine 

Clun）、Ｈｏｓｔの12-ＭＳＣＦＲＫ（Mountaineering 

Sport Climbing Federation Republic of Kazakhstan）， 

13-ＫＳＣ（Kazakhstan Sport Committee），/Almaty 

an Sport Committee， /Almaty Sport Committee and 

Almaty Travel Boardである。ただ、参加者は１団体で

数人も出席している団体もあり、32名（会議代表は16名）

に上った。

　さて、会長国はＫＡＦである。副会長国はネパール

／ＮＭＡ、イラン／ＩＭＳＤＦ、中国／ＣＭＡとなって

いる。しかし、中国は欠席だった。会議はアジェンダに

則って行われた。 

　開会に先立ち、物故者に対して黙とうを行った。

１．開会
　ＭＳＣＦＲＫの前の会長で、今は事務局長をしてい

るKazbek Valiyev氏の歓迎の言葉があり、InJeong Lee

会長の挨拶、定足数、アジェンダの確認など通常通り

の手順で行われた。

　次に会員Federationで会長になられた方の紹介と表

彰が行われた。ＣＴＭＡのHank氏とNMAのSanta氏

の２名である。Injeon Lee会長が２名を表彰した。

　その後、３月にネパールで行われたＵＩＡＡ理事会

についてアジア地区選出の韓国のPae女史が欠席だっ

たこともあり、小野寺に報告してほしい、という依頼が

あり、口頭であったが２，３のトピックスを入れて概要

を発表した。どうも主にはヨーロッパ連合ＥＵＭＡの

情勢について話をしてほしかったようだ。ＥＵＭＡは

今でも、結成はされたようだが、詳細が報告されてい

ない。

　次にネパールの第一副会長のDeebasがＵＩＡＡ理

事会について口火を切った。運営と事前連絡につい

ての批判である。当日の運営そのものはＵＩＡＡが

行っている。同時期にＧＡＭＣＥ（Global Adventure & 

Mountaineering Conference and Expo）が近くの場所

で開催されているが、理事会開催前に何度となくこの

ＧＡＭＣＥの宣伝がメールで発信され、しかも理事会

の一部の如き書き方になっていた。それに翻弄された

人も多い。ＵＩＡＡ事務局まで片棒をかついでいる印

象を受けた。概略以上の内容であった。Pae女史なども

連絡は焦点がぼやけていたとも発言した。結果として

本会議においてＮＭＡの前会長の独走が批判された。

今後についてもそのようなことの無いように望むとの

見解が出されたが、ＮＭＡの責任も大きい。

２．委員会報告
（１）委員会と言っても副会長国が分担して委員長を

行っている。特に委員がいるわけではない。ネパール

／ＮＭＡが遠征、イラン／ＩＭＳＣＦが自然保護、中国

／ＣＭＡはユースの担当になっている。ＣＭＡが欠席

のため、前２者が報告を行った。イランの報告はダマ

バンド山の清掃登山、氷河保護、及びＵＩＡＡの自然保

護アワードを目指しての動きなどが紹介された。ただ

ペルシャ語が多いPowerPointでカザフスタンからそ

れでは分からない、というクレームがでた。ネパールは

雪崩、地震から復帰しており、国として地域経済活性

化に協力をお願いしたいとのこと。国内登山状況につ

いても報告があった。

集合写真
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３．各加盟団体の活動について
　参加国の2017年～ 2018年の活動について、Power 

Pointを用いてや、口頭で発表があった。全体としてス

ポーツクライミングに関する動向が多い。日山協も特

に最近の動向について説明したが、今までと違って敢

えて登山に関するアイテム（海外登山とか、日本国内

の山の紹介、ジュニア活動）を中心に紹介した。カザ

フスタンは岩登り競技会を行いたいとのことであっ

た。後述する。

４．財政レポート
　台北／ＣＴＭＡのHank氏から報告があった。会費

納入について加盟リスト上には19か国が載っている

が、せいぜい14か国の支払いが最大らしい。いまのと

ころその中の２，３か国に未払いがある。監査は香港

／ＣＨＫＭＣＵのFrederick氏が行った。問題なかっ

たとのこと。

５．遠征・競技会等
　来年、2019年はＵＡＡＡ創立25周年に当たる。そ

れを記念して合同遠征を行いたいとのこと。発案はネ

パールである。カザフスタンからは岩登り競技会をや

はり来年の４月か８月に行いたいとのこと。実際に翌

日はその岩場を皆で見に行った。生憎当日の午後から

は下が雨で上は雪、翌日は道路が一時不通になった

が、午後になって回復した。しかし思いもかけない珍

しいことの様で、雪の中を車で途中まで行き、後は歩

きとなった。天山山脈の麓になるが、スキー場の上に

なる。常に周辺の国々と大会を行っているらしい。カ

ザフスタンのKazbekの話によればスポーツクライミ

ングについて、それはそれでよい、しかし天然の岩場

の競技会を行いたいとのことで、出来れば日本からも

参加してほしいとのことであった。来年の時期につい

てはネパールとカザフスタンが話し合って決めること

になった。

　今年はレーニン峰の初登頂90年に当たる。日本か

らも是非人を送ってほしいとのこと。昨年はせっかく

送ってもレポートを書かなかったり不心得の人がいた

りして遠慮していたが、今年は東京農大探検部の学生

が早々に日山協を訪ねてきたりしているので、若い学

生を送るとキルギスには伝えておいた。

６．コラボレーションなど
（１ ）日本の中村保氏が中心になって発行している

Asian Alpine E-newsについてはＵＡＡＡのＨＰと

リンクすることで合意。

（２ ）ＡＦＳＣ（アジアスポーツクライミング連盟）やＡ

ＳＭＦ（アジア山岳スキー連盟）ともコラボしたい

とのことで、連絡はするとのこと。

（３ ）ポカラの山岳博物館のＵＡＡＡコーナーにはＮＭ

Ａ経由で＄500寄附、アジアビオレドールについて

も＄1000拠出してスポンサーになっている。

７．来年以降の会議予定
（１ ）2018年総会は10月にモンゴル・ウランバートル

に決定。

（２ ）2019年理事会はＣＴＭＡ、総会はキルギスも双方

了承。

（３ ）2020年理事会は労山に打診予定、総会は香港は了

承。

（４ ）2021年総会はネパールが手を挙げている。

８．閉会
　InJeong Lee会長の挨拶の後、無事終了した。

（記　小野寺斉）

会議の風景 ホテルから見える天山山脈の一部

岩登り競技会を考えている岩場、右の３岩峰
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平成30年度定時総会報告
　６月10日（日）に渋谷フォーラムエイト（８階Ａ会議

室）で平成30年度定時総会が開催された。理事24名、

監事３名、正会員（含む代理人）33名の計60名が出席。

同席者は、顧問３名、専門委員会委員長６名、ガバナン

ス委員２名、顧問弁護士１名。

　総会に先立ち八木原会長から「私はこのところ変節

していると云われるが、自分では進化中だ、と思ってい

る。諸規程の整備が進んだ。スポーツクライミングは

オリンピックを控え、隆盛の一途を辿っているが、伝統

的な登山が懸念される。手をこまねいている訳にはい

かない。登山部が中心になってテコ入れしようとして

いる。皆さんからのアイデアがほしい。再来年は創立

60周年を迎える。是非ご協力を頂きたい。」と挨拶。

続いて、定款第16条に定めるところにより、八木原圀

明会長が議長となり、定款第18条第１項に定める定足

数の充足を確認して、本会議の開会を宣言した。次い

で、定款第20条第１項に基づき、議事録署名人として

八木原圀明議長、蛭田伸一常務理事、山田雅昭正会員

を選任して議案の審議に入った。

１．議事
（１）議案第１号　平成29年度事業報告について

　小野寺事務局長が資料により議案説明を行った。

●議案第１号は、異議なく賛成57、反対０で承認。

（２） 議案第２号　平成29年度収支決算報告及び監事

監査報告について

　相良財政担当理事が資料により議案説明を行い、そ

の後、内藤監事から監事監査報告及び監査所見の報告

があった。

　還付金の名目や流動資産の運用について質疑があっ

た。

●議案第２号は、異議なく賛成57、反対０で承認。

（３）理事の選任について

　小野寺事務局長が資料により議案説明を行った。

● 議案第３号は、理事候補者・谷口浩平氏が、異議な

く賛成57、反対０で承認。

（４）定款の変更について

　合田常務理事が資料により議案説明を行った。

● 議案第４号は、一部訂正の上、賛成57、反対０で承

認。

（５）規程類の改定について

　合田常務理事が資料により、加盟団体規程と会員規

程の総会承認が諮られた。

● 議案第５号は、一部訂正の上、賛成57、反対０で承

認。

２．報告
（１） 報告第１号　「来年度の理事見直し」検討について

　合田雄治郎常務理事が資料により説明を行った。

（２） 報告第２号　平成30年度事業計画及び予算につ

いて

　小野寺事務局長が事業計画を、相良財政担当理事が

予算について説明を行った。

（３） 報告第３号　平成29年度山岳共済会事業報告及

び収支決算報告について

　尾形山岳共済会会長が資料に基づき説明を行った。

　その後、古屋寿隆監事より監査報告が報告された。

　平成30年度日山協山岳共済会事業計画及び収支予

算については口頭報告があり、資料は別途郵送するこ

とになった。

（４）報告第４号 創立60周年記念事業募金について

　尾形専務理事が資料に基づき説明を行った。

（５）報告第５号 祝日「山の日」記念事業について

　小野寺常務理事から資料に基づき報告があった。

（６） 報告第６号 オリンピックに向けての準備状況につ

いて

　小日向常務理事より口頭にて報告があった。

（７） 報告第７号 2019年ＩＦＳＣ総会及び世界選手権

について

　村岡常務理事より資料に基づき報告があった。

（８） 報告第８号 第57回全日本登山大会・京都大会に

ついて

　京都府岳連の四方会長から報告があった。

（９）報告第９号　福井国体について

　福井岳連の牧野会長から報告があった。

（10）報告第10号　来年の全日本登山大会について

　来年開催予定の岐阜岳連・佐藤能博氏から報告が

あった。

（11） 報告第11号 山梨県山岳連盟創立70周年記念シン

ポジウムについて

　山梨岳連の秋山会長から山岳遭難防止のシンポジウ

ムの案内があった。

10．その他

　平山副会長からの公認大会について説明。

　以上、15時10分閉会。
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第２回理事会報告
　平成30年定時総会終了後、同会場にて15時30分から

理事会（第２回）が開催された。出席者は理事24名、監

事３名の計27名。

　定款第32条により、会長が議長を務め、議事録署名

人を定款第34条により会長及び監事を指名して議事に

入った。

１．議　事
【議案第１号】　 平成30年度第１回理事会議事録の承認

について

　小野寺事務局長から提案説明があった。

●議案第１号は、異議なく賛成24、反対０で承認。

【議案第２号】　理事の管掌業務について

　小野寺事務局長から提案説明があった。

　提案内容を一部訂正し、各常務理事の管掌業務を確

認及び訂正し、相良忠麿理事を常務理事にすることが

諮られた。

●議案第２号は、賛成24、反対０で承認。

【議案第３号】　正会員の入会承認について

　小野寺事務局長から提案説明があった。

● 飛田典男（大阪府山岳連盟会長）氏の入会が賛成24、

反対０で承認。

【議案第４号】　 平成30年度補正予算における付帯決議

について

　小野寺事務局長から提案説明があった。

● 議案第４号は、賛成24、反対０で承認。

【議案第５号】　平成30年度第一次補正予算について

　小野寺事務局長から提案説明があり、尾形専務理事、

相良財政担当理事から補足説明があった。

●議案第５号は、賛成24、反対０で承認。

２．報　告
　森理事から国体山岳競技規則改定について提案した

いとの報告があった。

　各専門委員会に存在する諸規程を次の常務理事会に

上げて、委員会マター、常務理事会マター、理事会マ

ターの切り分けを行うことにする。

３．業務執行理事の執行報告
　各業務執行理事からそれぞれ職務執行報告があった。

　以上、17時10分に閉会を宣言して終了した。

（単位：円）

科　 目 当年度
(H30/3/31)

前年度
(H29/3/31) 差   異

Ⅰ　資産の部
１　流動資産
　　現金・預貯金・郵便振替 45,120,804 35,850,598 9,270,206
　　未収金 19,576,352 20,647,113 △ 1,070,761 
　　前払費用 4,814,285 2,558,021 2,256,264
　　仮払金 0 1,050,000 △ 1,050,000 
　流動資産合計 69,511,441 60,105,732 9,405,709
２　固定資産
（１）基本財産
　　基本財産定期預金 30,000,000 30,000,000 0
　　基本財産合計 30,000,000 30,000,000 0
（２）特定資産
　　国民スポーツ登山振興基金 15,495,367 15,495,367 0
　　退職給付引当資産 3,594,098 1,836,240 1,757,858
　　特定資産合計 19,089,465 17,331,607 1,757,858
　基本財産・特定資産合計 49,089,465 47,331,607 1,757,858
（３）その他固定資産
　　機械器具 29,700 59,400 △ 29,700 
　　什器備品 1 1 0
　　ソフトウェア 1,769,982 2,448,618 △ 678,636 
　　電話加入権 43,989 43,989 0
　　その他固定資産合計 1,843,672 2,552,008 △ 708,336 
　固定資産合計 50,933,137 49,883,615 1,049,522
　資産合計 120,444,578 109,989,347 10,455,231
Ⅱ　負債の部
１　流動負債
　　未払費用 18,192,647 8,892,329 9,300,318
　　前受金 1,168,000 3,704,200 △ 2,536,200 
　　預り金 1,767,780 1,019,775 748,005
　　未払消費税等 3,501,300 2,849,700 651,600
　　賞与引当金 2,020,000 1,440,276 579,724
　流動負債合計 26,649,727 17,906,280 8,743,447
２　固定負債
　　退職給付引当金 4,601,000 7,809,000 △ 3,208,000 
　　固定負債合計 4,601,000 7,809,000 △ 3,208,000 
　負債合計 31,250,727 25,715,280 5,535,447
Ⅲ　正味財産の部
１　指定正味財産
　　指定正味財産合計 30,000,000 30,000,000 0
　　（うち基本財産への充当額） -30,000,000 -30,000,000 0
２　一般正味財産
　　一般正味財産合計 59,193,851 54,274,067 4,919,784
　　（うち特定資産への充当額） -15,495,367 -15,495,367 0
　正味財産合計 89,193,851 84,274,067 4,919,784
　債及び正味財産合計 120,444,578 109,989,347 10,455,231

貸借対照表

平成29年（2017年）度 収支決算報告
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

〈平成29年度協賛各社及び助成金法人等一覧〉
ＫＤＤＩ㈱、三井不動産㈱、住友商事㈱、オリエン
タルバイオ㈱、日本航空㈱、久光製薬㈱、牛乳石鹼
共進社㈱、キョウリン製薬ホールディングス㈱、八
海醸造㈱、㈱ゴールドウイン、東商アソシエート㈱、
三井住友海上火災保険㈱、㈱ＶＯＹＡＧＥ ＧＲＯ
ＵＰ、㈱シンカ、㈱牛走運送（公財）日本オリンピッ
ク委員会、（独）日本スポーツ振興センター（スポー
ツ振興基金助成金、スポーツ振興くじ助成金）、日
本山岳遺産基金 （敬称略、順不同）

平成29年度事業報告は次号に掲載致します。
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正味財産増減計算書 正味財産増減計算書  内訳
科目 当年度 前年度 差　異

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　　基本財産運用益 3,000 7,520 △ 4,520
　　基本財産受取利息 3,000 7,520 △ 4,520
　　特定資産運用益 1,730 2,683 △ 953
　　特定資産受取利息 1,730 2,683 △ 953
　　受取会費 13,320,000 13,781,000 △ 461,000
　　正会員受取会費 2,640,000 2,860,000 △ 220,000
　　加盟分担金受取会費 8,512,000 8,743,000 △ 231,000
　　賛助会員受取会費（個人・団体） 2,168,000 2,178,000 △ 10,000
　　事業収益 220,898,972 169,148,849 51,750,123
　　共済会委託事業収入 40,000,000 40,000,000 0
　　登録料 10,841,000 12,187,000 △ 1,346,000
　　　競技選手登録料 9,248,000 9,217,000 31,000
　　　その他登録料 1,593,000 2,970,000 △ 1,377,000
　　参加者負担金 10,870,800 9,664,740 1,206,060
　　　講習会参加料 4,350,500 4,170,380 180,120
　　　その他参加料 6,520,300 5,494,360 1,025,940
　　協賛金 125,839,984 82,412,000 43,427,984
　　広告料 3,551,600 3,496,800 54,800
　　競技会収入 27,301,960 18,058,554 9,243,406
　　　選手参加料 17,456,860 13,135,500 4,321,360
　　　入場料 9,845,100 4,923,054 4,922,046
　　その他事業収益 2,493,628 3,329,755 △ 836,127
　　受取委託金 2,900,000 2,900,000 0
　　日本スポーツ振興センター委託金 2,900,000 2,900,000 0
　　受取補助金等 78,245,229 59,489,210 18,756,019
　　日本オリンピック委員会助成金 50,946,668 31,985,000 18,961,668
　　国民体育大会補助金 7,853,638 7,838,210 15,428
　　日本体育協会助成金 1,202,000 0 1,202,000
　　日本スポーツ振興くじ助成金 5,702,000 5,649,000 53,000
　　日本スポーツ振興基金助成金 11,200,000 14,017,000 △ 2,817,000
　　日本ワールドゲームズ協会補助金 1,340,923 0 1,340,923
　　受取負担金 950,000 0 950,000
　　受取負担金等 950,000 0 950,000
　　受取寄附金等 9,619,399 163,275 9,456,124
　　受取寄附金 9,619,399 163,275 9,456,124
　　雑収益 2,237 5,155 △ 2,918
　　受取利息 2,237 5,155 △ 2,918
　　経常収益計 325,940,567 245,497,692 80,442,875
　（２）経常費用
　　事業費 293,414,792 207,826,982 85,587,810
　　給料手当 17,632,281 12,010,092 5,622,189
　　臨時雇賃金 4,791,405 4,086,200 705,205
　　通勤費 1,353,116 909,342 443,774
　　退職給付費用 442,151 1,217,072 △ 774,921
　　賞与引当金繰入 1,757,400 990,910 766,490
　　福利厚生費 2,080,085 1,288,508 791,577
　　会議費 1,395,729 1,865,883 △ 470,154
　　旅費交通費 88,235,695 59,381,906 28,853,789
　　通信運搬費 3,860,088 2,933,696 926,392
　　減価償却費 616,252 450,624 165,628
　　消耗品費 3,275,073 1,926,834 1,348,239
　　印刷製本費 10,074,702 8,642,267 1,432,435
　　広告宣伝費 0 5,940,000 △ 5,940,000
　　光熱水料費 120,422 53,307 67,115
　　賃借・リース料 13,273,030 11,234,049 2,038,981
　　保険料 2,384,218 1,576,526 807,692
　　諸謝金 22,328,931 14,440,027 7,888,904
　　租税公課 4,903,416 2,459,571 2,443,845
　　大会施設費用 73,263,767 42,351,105 30,912,662
　　支払負担金及び還付金 16,906,438 7,447,465 9,458,973
　　支払助成金及び事業交付金 2,942,000 3,251,000 △ 309,000
　　委託費 8,968,802 9,382,000 △ 413,198
　　参加登録料 2,186,000 2,251,856 △ 65,856
　　大会記念品費 861,132 2,140,388 △ 1,279,256
　　大会賞金 3,252,029 3,117,016 135,013
　　報奨・奨励金 5,720,000 6,320,000 △ 600,000
　　雑費 790,630 159,338 631,292
　　管理費 27,605,991 33,804,845 △ 6,198,854
　　役員報酬 120,000 150,000 △ 30,000
　　給料手当 3,111,579 5,446,437 △ 2,334,858
　　通勤費 202,190 412,376 △ 210,186
　　退職給付費用 66,069 551,928 △ 485,859
　　賞与引当金繰入 262,600 449,366 △ 186,766
　　福利厚生費 310,817 584,323 △ 273,506
　　会議費 1,889,984 2,230,931 △ 340,947
　　旅費交通費 6,247,657 11,770,867 △ 5,523,210
　　通信運搬費 111,669 193,973 △ 82,304
　　減価償却費 92,084 69,002 23,082
　　消耗品費 142,903 158,435 △ 15,532
　　印刷製本費 2,497,896 1,416,163 1,081,733
　　光熱水料費 17,994 10,929 7,065
　　賃借・リース料 148,309 695,355 △ 547,046
　　支払会費 2,167,730 2,156,088 11,642
　　保険料 30,693 58,734 △ 28,041
　　諸謝金 127,272 0 127,272
　　租税公課 676,984 940,679 △ 263,695
　　支払負担金及び還付金 4,088,900 3,563,600 525,300
　　交際費 446,775 384,210 62,565
　　支払寄附金 0 170,340 △ 170,340
　　支払報酬 762,205 179,600 582,605
　　手数料 1,283,752 759,754 523,998
　　ＩＴ関連 1,260,114 563,454 696,660
　　雑費 1,539,815 888,301 651,514
　経常費用計 321,020,783 241,631,827 79,388,956
　評価損益等調整前当期経常増減額 4,919,784 3,865,865 1,053,919
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 4,919,784 3,865,865 1,053,919
　　当期一般正味財産増減額 4,919,784 3,865,865 1,053,919
　　一般正味財産期首残高 54,274,067 50,408,202 3,865,865
　　一般正味財産期末残高 59,193,851 54,274,067 4,919,784
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　指定正味財産期首残高 30,000,000 30,000,000 0
　　指定正味財産期末残高 30,000,000 30,000,000 0
Ⅲ　正味財産期末残高 89,193,851 84,274,067 4,919,784

公益目的事業会計 法人会計 合計

3,000 0 3,000
3,000 3,000
1,730 0 1,730
1,730 1,730

0 13,320,000 13,320,000
0 2,640,000 2,640,000
0 8,512,000 8,512,000
0 2,168,000 2,168,000

199,705,114 21,193,858 220,898,972
35,748,000 4,252,000 40,000,000

0 10,841,000 10,841,000
0 9,248,000 9,248,000
0 1,593,000 1,593,000

9,575,800 1,295,000 10,870,800
4,350,500 4,350,500
5,225,300 1,295,000 6,520,300

123,139,984 2,700,000 125,839,984
2,400,000 1,151,600 3,551,600
27,301,960 0 27,301,960
17,456,860 17,456,860
9,845,100 9,845,100
1,539,370 954,258 2,493,628
2,900,000 0 2,900,000
2,900,000 2,900,000
78,226,601 18,628 78,245,229
50,928,040 18,628 50,946,668
7,853,638 7,853,638
1,202,000 1,202,000
5,702,000 5,702,000
11,200,000 11,200,000
1,340,923 1,340,923
950,000 0 950,000
950,000 950,000
9,619,399 0 9,619,399
9,619,399 9,619,399

0 2,237 2,237
0 2,237 2,237

291,405,844 34,534,723 325,940,567

293,414,792 0 293,414,792
17,632,281 17,632,281
4,791,405 4,791,405
1,353,116 1,353,116
442,151 442,151
1,757,400 1,757,400
2,080,085 2,080,085
1,395,729 1,395,729
88,235,695 88,235,695
3,860,088 3,860,088
616,252 616,252
3,275,073 3,275,073
10,074,702 10,074,702

120,422 120,422
13,273,030 13,273,030
2,384,218 2,384,218
22,328,931 22,328,931
4,903,416 4,903,416
73,263,767 73,263,767
16,906,438 16,906,438
2,942,000 2,942,000
8,968,802 8,968,802
2,186,000 2,186,000
861,132 861,132
3,252,029 3,252,029
5,720,000 5,720,000
790,630 790,630
426,600 27,179,391 27,605,991

0 120,000 120,000
0 3,111,579 3,111,579
0 202,190 202,190
0 66,069 66,069
0 262,600 262,600
0 310,817 310,817
0 1,889,984 1,889,984
0 6,247,657 6,247,657
0 111,669 111,669
0 92,084 92,084
0 142,903 142,903
0 2,497,896 2,497,896
0 17,994 17,994
0 148,309 148,309
0 2,167,730 2,167,730
0 30,693 30,693
0 127,272 127,272
0 676,984 676,984
0 4,088,900 4,088,900
0 446,775 446,775

0 762,205 762,205
0 1,283,752 1,283,752

426,600 833,514 1,260,114
0 1,539,815 1,539,815

293,841,392 27,179,391 321,020,783
△ 2,435,548 7,355,332 4,919,784

△ 2,435,548 7,355,332 4,919,784
△ 2,435,548 7,355,332 4,919,784
△ 21,662,754 75,936,821 54,274,067
△ 24,098,302 83,292,153 59,193,851

0 0 0
0 30,000,000 30,000,000
0 30,000,000 30,000,000

△ 24,098,302 113,292,153 89,193,851



　６月２日～３日にエスフォルタアリー
ナ八王子において、ボルダリングワールド
カップ2018 in 八王子大会が、参加国27、
選手159人、運営スタッフ261人により開
催された。競技の魅せるかに取り組んで内
外の評判も良く、本紙詳細の通りです。又、
ＱＲコードにより大会イメージが閲覧出
来る様な対応をいただき、広報の今後の課
題を提供していただいたと思っています。
 （広報担当 水島彰治）
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八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人

一般財団法人 日本トレイルランニング協会

〒252-0184
神奈川県相模原市緑区小渕1545-1
☎042-687-4011　FAX 042-687-3980
E-mail kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp

編集後記表紙のことば

【お詫びと訂正】
　本誌６月号（№591）２頁の森秋彩
選手の写真キャプションが中村真緒
選手となっておりました。お詫びし
て訂正します。
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　カンチェンジュンガの北方約20㎞に聳え
るジョンサン・ピーク（7,483ｍ）は、ネパー
ル、中国・チベット、インド・シッキムの三
国の境を成している。別名ジョンソン・ピー
クとも云われるが、人名の「ジョンソン」で
はない。ネパールでは「ギンサン」と呼ばれ
ている。チベット語でジョンは「城塞」を意
味する。サンは「切り立った岩壁」の意で、
即ち「切り立った岩壁に囲まれた城塞のよ
うな峰」となる。確かに西ランポ氷河を挟
んでスフィンクス辺りから眺めると、まさ
しくそのような山容に見える。初登頂は、
1930年6月、G.O.ディーレンフルトの率い
る国際隊によって成された。
 （写真撮影者・尾形好雄）

60周年募金協力者
ご芳名

（６月30日現在、敬称略）
200口:田中文男、40口:八木原
圀明、30口:坂口三郎、10口:京
都府山岳連盟、２口：小比賀利
雄、本郷利夫、柳原政一、平井忠、
大久保孟
（総額：290口・1,450,000円）






